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(57)【要約】
　【課題】フロントアクスルＦＡを自動車ボディーＢへ
取付けた後に、自動的にフロントアクスルＦＡから離れ
て支持を解除すると共に、下降時にフロントアクスルＦ
Ａと干渉しない治具を提供する。
　【解決手段】フロントアクスルＦＡを立てた状態で支
持可能な治具であり、車軸の前側に位置する基台部２と
、基台固定部と回動自在に軸支されるフロントアクスル
外れ止めアーム３と、外れ止めアーム３の回動端に回動
自在に取付けるフロントアクスル外れ止めプレート５と
から構成する。
　フロントアクスル外れ止めアーム３は、フロントアク
スルＦＡ支持状態では略水平に位置し、非支持状態では
略垂直に位置するように回動する。
　フロントアクスル外れ止めアーム３には、基台部２と
の間で補助力を作用させるアーム逃がし用ダンパーを設
ける。
【選択図】　図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エンジンユニットが載置されるエンジン支持プレートを自動車ボディー下方から自動車
ボディー側へ上昇させて自動車ボディーの所定位置にエンジンユニットを位置させ、エン
ジンユニットを自動車ボディーに固定した後にエンジン支持プレートを下降させるエンジ
ン搭載工程で用いエンジン支持プレートに固定してフロントアクスルを支持可能な治具で
あって、
　一端がエンジン支持プレートに載置されるエンジンユニットの車軸の前後何れかの側部
に位置されて固定される基台部と、一端を基台部に回動自在に軸支されるフロントアクス
ル外れ止めアームと、中間部がフロントアクスル外れ止めアームの回動端に回動自在に軸
支されるフロントアクスル外れ止めプレートと、フロントアクスル外れ止めアームの回動
端側と基台部との間に設けられ、フロントアクスル外れ止めアームを付勢可能なアーム逃
がし用ダンパーとからなり、
　フロントアクスル外れ止めアームは、フロントアクスル支持時には回動端が車軸の略上
部に位置して支持状態をとり、フロントアクスルを支持していない状態時には基台部の設
置された側の車軸と干渉しない非支持状態をとり、
　アーム逃がし用ダンパーは、フロントアクスル外れ止めアームを常に非支持状態となる
ように付勢し、
　フロントアクスル外れ止めプレートは、フロントアクスル支持時には略水平に位置され
て支持状態をとり、フロントアクスルの支持終了時には自重により中間部を軸に回動して
略垂直に位置されて非支持状態をとり、
　エンジンユニットを自動車ボディーに搭載して後にエンジン支持プレートと共に下降す
ると、フロントアクスル外れ止めプレートがフロントアクスルから離れて略垂直となるよ
うに回動し、フロントアクスル外れ止めアームが逃がし用ダンパーの付勢力により非支持
状態となるように回動され、フロントアクスル外れ止めアーム及びフロントアクスル外れ
止めプレートが車軸と干渉しない位置となることを特徴とするフロントアクスル支持用治
具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、自動車組み立て工場において、自動車ボディーにエンジンユニットを組み
付ける際にエンジン搭載治具と共に用いるフロントアクスル支持用治具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　自動車組み立て工場では、自動車の組立は各工程が流れ作業で行われている。そして、
その工程の一つに自動車ボディーにエンジンを組み付ける工程がある。
　それぞれ別工程で仕上げられてきた自動車ボディーと、自動車のエンジンユニットとが
、組み付け工程に搬送されて来る。自動車ボディーは吊り下げられるように、下方に間隙
を持って搬送され、エンジンユニットは治具パレットに載置されて搬送される。エンジン
ユニットは、ＦＦ車の場合フロント車軸やフロントアクスルがエンジンに一体的に組み付
けられたものであり、自動車ボディーのエンジンルーム及びタイヤハウスに組み付けられ
る。
【０００３】
　エンジンユニットは、自動車ボディー下方から上昇されて位置され、エンジン本体は自
動車ボディーに設けるエンジンルームの所定位置となるように位置され、フロント車軸や
フロントアクスルはタイヤハウスに位置される。そして、エンジン本体はエンジンルーム
の中へ下方から挿入されて各固定箇所がボルトによって固定される。また、エンジン本体
から伸びるフロント車軸はフロントタイヤハウスに位置される。同様に、前輪を自動車ボ
ディーに固定し前輪の路面からの振動緩和等を行うフロントアクスル及びアブソーバーは
、基部がフロント車軸側で回動自在に支持されており回動先端側が自在に回動してしまう
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ので、先端側がフロントアクスル治具によって上方へ位置されて軸支されている。
【０００４】
　この状態では、エンジンを下方から自動車ボディーへ組み付けた際に、フロントアクス
ル治具による支持によってフロントアクスル先端が、自動車ボディーのタイヤハウス上部
に設けたフロントアクスル固定部に位置され、作業者によって該取付け位置にてフロント
アクスルが固定される。これにより前輪を取付けるフロント車軸も支持される。
【０００５】
　フロントアクスルを自動車ボディーへ組み付ける際には、フロントアクスルが回動自在
であるため先端位置を位置決めして支持可能なフロントアクスル治具が必須であった。
【０００６】
　このフロントアクスル治具は、フロントアクスルを組み付ける際には、下方からフロン
トアクスル回動側を支持するので、下方からフロント車軸及びフロントブレーキユニット
と共に上昇していくので、組み付け作業の邪魔にはならない。
　そしてフロントアクスルを自動車ボディーに組み付けた後には、エンジン及びフロント
車軸、フロントアクスル等を載置していたリフト式のエンジン支持治具及びフロントアク
スル治具が自動車ボディーから下降し、エンジン等の部品を自動車ボディーに組み付け置
いて該治具のみが下方へと移動することとなる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、エンジン等の部品を自動車ボディーへ組み付け置いた状態で下降してく
ると、エンジンが載置されていたエンジン支持治具は単に下方へ抜けるだけで済むが、フ
ロントアクスル治具は、フロントアクスルがフロント車軸及びフロントブレーキユニット
の上部に位置している関係から、下降時にフロント車軸やフロントブレーキユニットと干
渉してしまうので、フロントアクスル治具を可動式にして作業者がフロントアクスルから
取外しフロント車軸等の後方あるいは前方に回動させてから下降させる必要が生じ、作業
者の手作業によるフロントアクスル治具の回動操作が必須となり、フロントアクスルの組
み付け作業に余分な時間を要するという問題点を有した。
　更に、フロントアクスルからフロントアクスル治具を取外すためには、フロントアクス
ル治具が有る程度下降した瞬間に行わないと、フロントアクスルのばね力が加わっている
ので容易に外すことが出来ず、注意を要するばかりか作業時の怪我を招く原因ともなると
いう問題点を有した。
【０００８】
　そこでこの発明は、上記問題点に鑑み、フロントアクスル治具が下方へ移動する際に自
動的にフロント車軸、フロントブレーキユニットを避けて下降可能とさせたフロントアク
スル治具を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　この発明は、フロントアクスル治具下降時の退避動作を自動化させるために、
【００１０】
　エンジンユニットが載置されるエンジン支持プレートを自動車ボディー下方から自動車
ボディー側へ上昇させて自動車ボディーの所定位置にエンジンユニットを位置させ、エン
ジンユニットを自動車ボディーに固定した後にエンジン支持プレートを下降させるエンジ
ン搭載工程で用いエンジン支持プレートに固定してフロントアクスルを支持可能な治具で
あって、
　一端がエンジン支持プレートに載置されるエンジンユニットの車軸の前後何れかの側部
に位置されて固定される基台部と、一端を基台部に回動自在に軸支されるフロントアクス
ル外れ止めアームと、中間部がフロントアクスル外れ止めアームの回動端に回動自在に軸
支されるフロントアクスル外れ止めプレートと、フロントアクスル外れ止めアームの回動
端側と基台部との間に設けられ、フロントアクスル外れ止めアームを付勢可能なアーム逃
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がし用ダンパーとからなり、
　フロントアクスル外れ止めアームは、フロントアクスル支持時には回動端が車軸の略上
部に位置して支持状態をとり、フロントアクスルを支持していない状態時には基台部の設
置された側の車軸と干渉しない非支持状態をとり、
　アーム逃がし用ダンパーは、フロントアクスル外れ止めアームを常に非支持状態となる
ように付勢し、
　フロントアクスル外れ止めプレートは、フロントアクスル支持時には略水平に位置され
て支持状態をとり、フロントアクスルの支持終了時には自重により中間部を軸に回動して
略垂直に位置されて非支持状態をとり、
　エンジンユニットを自動車ボディーに搭載して後にエンジン支持プレートと共に下降す
ると、フロントアクスル外れ止めプレートがフロントアクスルから離れて略垂直となるよ
うに回動し、フロントアクスル外れ止めアームが逃がし用ダンパーの付勢力により非支持
状態となるように回動され、フロントアクスル外れ止めアーム及びフロントアクスル外れ
止めプレートが車軸と干渉しない位置となることを特徴とするフロントアクスル支持用治
具、
【００１１】
　を提供する。フロントアクスル支持用治具は、エンジンユニットをエンジン支持プレー
トに載置する際に、フロントアクスルを自動車ボディー搭載時の所定位置となるように移
動させておき、フロントアクスル支持用治具のフロントアクスル外れ止めアームをアーム
逃がし用ダンパーの付勢力に抗して回動させると共にフロントアクスル外れ止めプレート
を略水平方向となるように回動させ、フロントアクスルをフロントアクスル外れ止めプレ
ート上に載置してフロントアクスルを該位置に支持固定させる。この時、該プレート及び
該アームはフロントアクスルの自重により下方へ付勢されることとなり、該アームがアー
ム逃がし用ダンパーの付勢力により回動することはない。
　フロントアクスルをフロントアクスル支持用治具によって支持した状態でエンジン支持
プレートを上方へ移動させ、上方に位置されている自動車ボディーのエンジンルームへ位
置させるとフロントアクスルも自動車ボディーのタイヤハウス上部にフロントアクスル先
端が位置されることとなる。　
　エンジンユニットが所定位置へ移動された状態で、エンジンユニットを自動車ボディー
へ固定する。フロントアクスルもタイヤハウス上部に所定の方法で固定される。
【００１２】
　エンジンユニットが自動車ボディーへ固定されたことを受け、エンジン支持プレートが
下降される。するとフロントアクスル支持用治具もこれと共に下方へ移動されることとな
る。
　フロントアクスル支持用治具が下方へ移動され始めるとフロントアクスル外れ止めプレ
ートがフロントアクスルの支持位置から離れ、フリーで移動可能となり、フロントアクス
ル外れ止めアームとの回動軸を中心に回動し、略垂直な状態である非支持状態へと移動す
る。
　同様にフロントアクスル外れ止めアームも、フロントアクスルによる支持位置への付勢
が解除されるので、アーム逃がし用ダンパーの付勢力により非支持状態へと移動するよう
に回動される。
【００１３】
　その結果、フロントアクスル外れ止めアーム及びフロントアクスル外れ止めプレートは
、フロント車軸に対し基台部が固定されている側へと回動移動するので、エンジン支持プ
レートが下方に移動した際に、フロントアクスル外れ止めアーム及びフロントアクスル外
れ止めプレートがフロント車軸あるいはフロントブレーキユニットと干渉せずに下方へ移
動する。
【発明の効果】
【００１４】
　従ってこの発明によれば、フロントアクスルを支持しているフロントアクスル支持用治
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具が、フロントアクスルの支持を終了して下方へ移動されると、フロントアクスル支持用
治具自身によってフロント車軸やフロントブレーキユニットと干渉しない位置へと移動可
能なので、作業者によるフロントアクスル支持用治具の干渉回避動作を必要とせず、自動
化が行え自動車ボディーへのフロントアクスルの取付け作業に無駄な時間を要せず作業を
効率化できるという効果を有する。
【実施例１】
【００１５】
　以下に、この発明の実施例を図面に基づき説明する。図１は、この発明を実施した状態
を表す斜視説明図であり、図２はこの発明の実施例を表す平面説明図であり、図３はこの
発明の実施例を表す正面説明図であり、図４はこの発明の実施例を表す側面説明図であり
、図５はこの発明の実施例が支持解除した状態を表す側面説明図であり、図６はエンジン
ユニットを車体に搭載前の状態を表す側面説明図であり、図７はエンジンユニットを車体
に位置させて固定した状態を表す側面説明図であり、図８はエンジンユニットを車体に位
置させて後の状態を表す側面説明図であり、図９はエンジンユニットを車体に取付けて下
降した状態を表す説明図である。
【００１６】
　１はフロントアクスル支持用治具である。フロントアクスル支持用治具１は、エンジン
ユニットＥが載置されるエンジン支持プレートＥＰに設ける。エンジン支持プレートＥＰ
は、従来同様であり、エンジンユニットＥの形状に合わせ、エンジンユニットＥを載置支
持可能な形状をなす。
　フロントアクスル支持用治具１は、このエンジン支持プレートＥＰに載置されたエンジ
ンユニットＥに有るフロントアクスルＦＡを支持可能に、エンジン支持プレートＥＰ上の
所定位置に固定される。エンジン支持プレートＥＰは、複数の車種に対応可能とするため
に、フロントアクスル支持用治具１を固定する固定部（図示せず）が、長孔形状等のボル
ト係止孔等から形成して、フロントアクスル支持用治具１の固定位置を適宜変更可能にし
てある。
　以下にフロントアクスル支持用治具１の詳細を説明する。フロントアクスル支持用治具
１は、図１や図８に表すように、基台部２を備える。この基台部２は、エンジン支持プレ
ートＥＰに載置されるエンジンユニットＥの搭載位置で、エンジンユニットＥのフロント
アクスルＦＡ後方側に載置固定される。基台部２は、エンジン支持プレートＥＰ上に固定
される基台部本体２１と、基台部本体２１から上方へ立設されて基台部本体２１と固定さ
れる支持柱部２２とからなる。
【００１７】
　基台部本体２１は支持柱部２２とボルトナットにより強固に固定されてなる。そして基
台部本体２１には、フロントアクスル外れ止めアーム３が回動自在に係止される。一方、
支持柱部２２には、一端がフロントアクスル外れ止めアーム３に回動自在に係止されてフ
ロントアクスル外れ止めアーム３の回動を補助するアーム逃がし用ダンパ４の他端が固定
される。従って、フロントアクスル外れ止めアーム３は、基台部本体２１に回動自在に軸
支されてその回動は支持柱部２２との間でアーム逃がし用ダンパ４により補助される。
【００１８】
　フロントアクスル外れ止めアーム３（以下、単に外れ止めアーム３という。）は、各図
に表すように、へ字状に折曲した強固な板状体でありフロントアクスルＦＡを支持可能な
強度を持つ。そして、一端が回動軸３１を形成して基台部本体２１に回動自在に係止され
る。また、外れ止めアーム３は　回動軸と反対の端部に外れ止めプレート５を回動自在に
取付けられている。
【００１９】
　フロントアクスル外れ止めプレート５（以下、単に外れ止めプレート５という。）は、
フロントアクスルＦＡと強固な金属プレートからなり、フロントアクスル外れ止めアーム
３の回動側先端で、フロントアクスルＦＡ支持時には略水平方向に長手方向を向けて位置
し、上面がフロントアクスルＦＡの支持部ＦＡ１を支持可能な形状に形成される。また、
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外れ止めプレート５は、重心から偏心させた位置を回動中心となるように外れ止めアーム
３に回動自在に係止される。そして、外れ止めプレート５は、回動中心となるプレート軸
５１の偏心により、フロントアクスルＦＡの支持部ＦＡ１を外れ止めプレート５が支持し
ていないときには、自身の自重により長手方向が略垂直となるまで自然と回動するように
形成されている。この自重による回動方向は、前方へ首を垂れるように回動させる。この
ように外れ止めプレート５が自重により前方へ自動的に回動することで、フロントアクス
ルＦＡを支持している支持状態から非支持状態へと移る際に、外れ止めプレート５がフロ
ントアクスルＦＡに引っ掛かってしまい、支持状態から非支持状態への移行を妨げること
を防止している。
【００２０】
　上記のように形成する外れ止めアーム３及び外れ止めプレート５は、フロントアクスル
ＦＡの支持部ＦＡ１が外れ止めプレート５上に載置された支持状態では、フロントアクス
ルＦＡの車両後方側に位置している基台部２から回動した状態のフロントアクスルＦＡ上
方に位置している。
　また、フロントアクスルＦＡを支持していない非支持状態では、外れ止めアーム３はア
ーム逃がし用ダンパ４の一端が回動自在に設けられているので、アーム逃がし用ダンパ４
の補助力が支持柱部２２との間で伸張方向に働き、このアーム逃がし用ダンパ４の補助力
によって非支持状態を維持可能である。
　そして、外れ止めアーム３が支持部ＦＡ１を支持している支持状態では該アーム逃がし
用ダンパ４の補助力は非支持状態へ戻るよう回動させる方向に働いているが、フロントア
クスルＦＡの自重により外れ止めアーム３は回動せずに支持状態を維持することが出来る
。支持状態からフロントアクスル支持用治具１が下方へ移動する等して支持部ＦＡ１の支
持を解除した時には、アーム逃がし用ダンパ４の補助力が作用して外れ止めアーム３は外
れ止めプレート５と共に非支持状態へと回動移動されるように形成されている。
【００２１】
　外れ止めアーム３は、フロントアクスルＦＡを支持している支持状態の時に、該支持位
置より非支持位置とは反対方向へ回動しないようにする機構は、アーム逃がし用ダンパ４
が縮短した状態で固定するようにしても良く、また、アーム逃がし用ダンパ４にフロント
アクスルＦＡの自重により回動しようとする力が加わらないように外れ止めアーム３の回
動角度を、外れ止めアーム３及び支持柱部２２に係止片を設ける等して回動を抑制しても
良く、適宜方法をとればよい。
【００２２】
　以下に、フロントアクスル支持用治具１の作用を説明する。
　図６は、エンジンユニットＥがエンジン支持プレートＥＰ上に載置され、自動車ボディ
ーＢの下方に位置されているエンジンユニットＥ搭載前状態を表している。
　この状態では、エンジンユニットＥのフロントアクスルＦＡは、フロントアクスル支持
用治具１の外れ止めプレート５上に支持されて略垂直の方向に有る。フロントアクスルＦ
Ａはフロント車軸と回動自在なので、フロントアクスル支持用治具１によって支持されて
いない場合には倒れてしまい、自動車ボディーＢに組み付ける際に支持部ＦＡ１を上方へ
回動させて自動車ボディーＢへ組み付ける所定の位置へ持っていかなければならない。従
って、フロントアクスル支持用治具１は、エンジンユニットＥを自動車ボディーＢへ組み
付ける作業の際に、フロントアクスルＦＡが自由に回動せず所定の位置に有るように固定
している。フロントアクスル支持用治具１は、フロントアクスルＦＡを支持させる際には
、作業者が外れ止めアーム３及び外れ止めプレート５を所定位置へ移動させてフロントア
クスルＦＡを支持させる。
【００２３】
　エンジンユニットＥ組み付け工程では、フロントアクスル支持用治具１がフロントアク
スルＦＡを支持した状態でエンジン支持プレートＥＰを上方へ移動させる。この移動は昇
降装置により行われるが、通常の組み付け作業にて行われているものと何ら変わりないの
で詳細な説明は省略する。
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　エンジン支持プレートＥＰが上方へ移動すると、やがて図７に表す状態となる。この状
態では、エンジンユニットＥの本体は、自動車ボディーＢのエンジンルーム内へ収められ
、図７に表すように、タイヤハウスの下方から若干見えている程度となる。一方フロント
アクスルＦＡは、タイヤハウス内へ収められる。そしてフロントアクスルＦＡの支持部Ｆ
Ａ１側の端部が、自動車ボディーＢのタイヤハウス上部の所定位置へと移動されている。
　図７に表す状態で、エンジンユニットＥ本体の所定箇所及びフロントアクスルＦＡの所
定箇所が自動車ボディーＢと固定されて組み付けられることとなる。
【００２４】
　やがて、図７に表す状態で組み付け作業が終了すると、エンジン支持プレートＥＰは下
降を始める。この時の状態が図８に現れている。図８に表す状態では、エンジン支持プレ
ートＥＰが下降するとこれに伴いフロントアクスル支持用治具１も下降する。
　すると、フロントアクスル支持用治具１は、フロントアクスルＦＡが自動車ボディーＢ
に組み付けられているのでフロントアクスルＦＡから離れることとなる。即ち、下降する
のに伴い外れ止めアーム３が下方へ移動するとフロントアクスルＦＡの自重が係らなくな
るので、アーム逃がし用ダンパ４の補助力が働いて外れ止めアーム３は非支持状態になろ
うとする。この移動方向が図８中に白抜き矢印Ｃで表す方向であり、アーム逃がし用ダン
パ４の補助力が働く方向である。また、外れ止めプレート５も支持部ＦＡ１との間隔が大
きくなるのに従い外れ止めプレート５の自重により前方へ回動されることとなる。この方
向が図８中に黒矢印Ｄで表す方向であり略水平方向に位置していた外れ止めプレート５が
頭を垂れるように自重により前方へ回動する。
【００２５】
　そして、フロントアクスル支持用治具１がフロントアクスルＦＡと完全に分離したとき
には、フロントアクスル支持用治具１の外れ止めアーム３は、非支持位置へと移動し、同
様に外れ止めプレート５も非支持位置である略垂直方向にその長手方向を向けている。
　この状態が図９に表す状態であり、エンジン支持プレートＥＰはエンジンユニットＥを
載置された時と同様の自動車ボディーＢ下方へと移動されている。
【００２６】
　従来のように、フロントアクスル支持用治具１が自動的に回動できない場合には、作業
者がフロントアクスル支持用治具１を移動させて、エンジン支持プレートＥＰ下降時にフ
ロントアクスル支持用治具１のフロントアクスルＦＡを支持している部品がフロントアク
スルＦＡやフロント車軸及びその周辺部品と干渉しないように移動させなければならなか
ったが、この実施例では、外れ止めアーム３がアーム逃がし用ダンパ４の補助力の作用に
より自動的に回動し、あわせて、外れ止めプレート５も自重により回動するので、フロン
トアクスルＦＡやフロント車軸及びその周辺部品と干渉しないよう移動出来る。
【００２７】
　尚、この実施例では詳細な説明は省略したが、エンジン支持プレートＥＰは種々のエン
ジン形状に対応可能に形成されており、エンジンユニットＥの各所を支持するための支持
治具（図示せず）を移動可能に形成されているが、これらの構成は従来と同様である。そ
して、フロントアクスル支持用治具１も、これら支持治具（図示せず）と同様にエンジン
支持プレートＥＰ上でエンジンユニットＥの形状差によるフロントアクスルＦＡ位置に合
わせて移動可能に形成されている。また、フロントアクスル支持用治具１も、車種毎に異
なるフロントアクスルＦＡの長さの差異に合わせてその高さを調整可能に形成しても良く
、この場合には、外れ止めプレート５の長さを変更可能に二つの部品をボルトナットで止
める等して形成すれば足りる。
【産業上の利用可能性】
【００２８】
　この発明は、自動車の組み立て工場や修理工場などにおいて利用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】この発明を実施した状態を表す斜視説明図
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【図２】この発明の実施例を表す平面説明図
【図３】この発明の実施例を表す正面説明図
【図４】この発明の実施例を表す側面説明図
【図５】この発明の実施例が支持解除した状態を表す側面説明図
【図６】エンジンユニットを車体に搭載前の状態を表す側面説明図
【図７】エンジンユニットを車体に位置させて固定した状態を表す側面説明図
【図８】エンジンユニットを車体に位置させた後の状態を表す側面説明図
【図９】エンジンユニットを車体に取付けて下降した状態を表す説明図
【符号の説明】
【００３０】
　Ｂ　自動車ボディー
　Ｅ　　エンジンユニット
　　ＦＡ　　フロントアクスル
　　　ＦＡ１　支持部
　ＥＰ　エンジン支持プレート
　１　　フロントアクスル支持用治具
　２　　基台部
　　２１　基台部本体
　　２２　支持柱部
　３　　フロントアクスル外れ止めアーム
　　３１　回動軸
　４　　アーム逃がし用ダンパ
　５　　フロントアクスル外れ止めプレート
　　５１　プレート軸

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】
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